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柘
植
地
域
人
権
啓

発
合
同
事
業
と
し
て

区
合
同
で
毎
年
、

１２近
隣
と
遠
方
の
２
回

の
人
権
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い

ま
す
。

本
年
度
の
近
隣
人

権
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
は
５
月

日
（
木
）

１９

に
滋
賀
県
甲
賀
市
に

あ
る
障
が
い
者
多
機

能
型
事
業
所
で
あ
る

「
や
ま
な
み
工
房
」

へ
行
き
ま
し
た
。

施
設
長
の
山
下
完
和
さ
ん

（
左
写
真
）
よ
り
「
障
が
い
と

は
」
「
障
が
い

者
問
題
は
誰
の

問
題
」
な
ど
の

お
話
の
あ
と
、

工
房
に
通
う
自

慢
の
人
た
ち
を
紹
介
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

粘
土
や
絵
を
描
く
の
が
好

き
な
人
、
じ
っ
と
す
る
の
が

好
き
な
人
、
好
き
な
こ
と
や

得
意
な
こ
と
は
様
々
で
す
が
、

そ
の
表
現
の
多
く
は
一
般
社

会
の
中
で
仕
事
に
結
び
つ
き

に
く
く
、
そ
の
価
値
や
彼
ら

の
本
質
ま
で
見
失
わ
れ
が
ち

で
す
。

お
互
い
の
違
い
を
知
り
、

価
値
観
を
大
切
に
し
、
好
き

な
よ
う
に
描
き
つ
く
る
と
い

う
そ
の
人
ら
し
く
生
き
る
こ
と
を
大
切
に
し
、

あ
る
が
ま
ま
を
認
め
ら
れ
て
存
在
で
き
る
場
所
、

そ
れ
が
「
や
ま
な
み
工
房
」
で
し
た
。

自
慢
の
人
た
ち
に
直
接
お
出
会
い
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
あ
り
の
ま
ま
に
個
々
が
大
切
に
さ
れ
、

認
め
ら
れ
た
空
間
で
生
き
生
き
と
自
分
ら
し
く

生
き
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を
柘
植
地
域
に
も
、

と
い
う
思
い
が
ひ
ろ
が
り
ま
し
た
。

人
権
啓
発
合
同
事
業
実
行
委
員
会

柘
植
地
域

発
行

柘
植
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
局

（
柘
植
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
内
）

伊
賀
市
柘
植
町
一
〇
六
四
七
番
地

〒

五
一
九-

一
四
〇
二

電
話

四
五
・
八
八
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ

四
五
・
八
八
八
三

発
行
日

二
〇
一
六(

平
成
二
十
八)

年
六
月
十
五
日
（
水
）
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「
播
種
」
し
ま
し
た
！

は

し

ゅ

特
産
品
創
出
事
業
実
行
委
員
会

６
月
４
日
（
土
）
午
前
、
あ
け
ぼ
の
学
園
高

校
の
学
生
さ
ん
と
と
も
に
、
野
村
の
圃
場
で
黒

豆
の
播
種
（
た
ね
ま
き
）
を
し
ま
し
た
。

今
年
は
栽
培

面
積
を
昨
年
の

１
・
５
倍
の
約

２
千
５
０
０
㎡

に
増
や
し
、
昨

年
は
１
０
０
㎏

だ
っ
た
収
穫
量

を
今
年
は
１
３

０
㎏
と
す
る
目

標
を
立
て
て
、

総
勢

名
が
種

19

ま
き
に
精
を
出
し
ま
し
た
。

今
年
は
枝
豆

で
の
収
穫
を
増

や
し
、

月
８

１０

日
、
９
日
、
１０

日
に
照
準
を
当

て
販
売
予
定
で

す
。
新
鮮
さ
が

命
で
す
の
で
、

圃
場
で
直
接
刈

り
た
て
の
枝
豆

を
販
売
す
る
予

定
で
す
。

ま
た
、
黒
豆
を
主
体
に
し
た
黒

豆
大
福
は
「
つ
げ
ま
る
大
福
」
（
右

写
真
）
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
ひ
ぞ
っ
こ

に
て
桔
梗
屋
さ
ん
が
販
売
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
賞
味
し
て
く
だ
さ

い
。

伊賀の
つげまる大福

１パック２個入り ３２０円

み
ん
な
で
歌
お
う
青
春
の
歌

教
育
文
化
部
会

５
月

日
（
土
）
午
後
、
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ

２１

ー
ト
「
愛
と
平
和
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
は
元
「
五
つ
の
赤
い
風
船
」
の
メ
ン
バ

ー
の
長
野
た
か
し
＆
森
川
あ
や
こ
さ
ん
を
招
い

て
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
、
後
半
は
「
み

ん
な
で
歌
お
う
青
春
の
歌
」
と
題
し
、
会
場
の

皆
さ
ん
と
青
春
賛
歌
を
長
野
た
か
し
さ
ん
の
伴

奏
で
、
歌
声
喫
茶
の
雰
囲
気
を
楽
し
み
ま
し
た
。

会
場
は
２
人
の
楽
し
い
ト
ー
ク
と
歌
声
で
集

ま
っ
た

人
と
共
に
一
つ
に
な
っ
て
盛
り
上
が

４０

っ
て
い
ま
し
た
。
後
半
は
歌
詞
カ
ー
ド
を
片
手

に
全
員
が
懐
か
し
の
歌
を
口
ず
さ
み
青
春
を
取

り
戻
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
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柘
植
中
学
生
の
ま
ち
協
訪
問

６
月
７
日
（
火
）
午
後
、
柘
植
中
学
校
１
年

生
（

名
）
が
市
民
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
地

１６

域
学
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

『
伊
賀
市
自
治
基
本
条
例
』
に
基
づ
く
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
の
成
り
立
ち
や
、
現
在
の
「
少

子
高
齢
化
・
人
口
減
少
」
、「
福
祉
」
や
「
環
境
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
実
態
や
課
題
を
ふ
ま
え
た
活

動
に
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
取
組
ん
で
い
る
こ

と
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
事
前
学
習
で

質
問
内
容
を
考
え
て
あ
っ
た
た
め
か
、
積
極
的

に
次
々
と
質
問
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
に
は
一
人
ひ
と
り
か
ら
感
想
を
述
べ
て

も

ら

い

ま

し

た
が
、
「
ま
ち

づ

く

り

の

活

動

に

関

心

を

持

っ

て

、

参

加

し

て

い

き

た

い

」

な

ど

の

意

見

も

あ

り

、

将

来

を

担

う

若

者

た

ち
（
中
学
生
）

に

、

私

た

ち

役

員

も

頼

も

し

さ

を

実

感

し
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

今
年
は
実
施
で
き
る
か
な
？

山
開
き
登
山
の
お
誘
い

余
野
公
園
保
勝
会

今
年
も
、
奥
余
野
森
林
公
園
山
開
き
の
日
に

「
第
六
回
登
山
」
を
左
記
の
と
お
り
計
画
し
ま

し
た
。
（
別
紙
に
て
文
書
回
覧
中
）

実
施
に
際
し
て
は
、
東
海
自
然
歩
道
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
が
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
ご
参
加
下
さ
い
。

○
日
時
：
７
月

日
（
日
）

１０

<

雨
天
中
止>

８
時

分

山
開
き
行
事

３０
都
美
恵
太
鼓
の
演
奏
や
マ
ス
の

放
流
・
つ
か
み
取
り
を
実
施

時

登
山
出
発

１０
時
頃

帰
着
予
定

１４

○
集
合
場
所
：
奥
余
野
森
林
公
園
駐
車
場

○
登
山
コ
ー
ス
（
予
定
）

森
林
公
園
～
ぞ
ろ
ぞ
ろ
峠
～
北
打
山
～

旗
山
～
熊
鷹
神
社
～
森
林
公
園
・
解
散

○
対
象
者
：
中
学
生
以
上

○
応
募
方
法

：
市
民
セ
ン
タ
ー
に
「
申
込
用
紙
」

を
備
え
て
い
ま
す
。
来
館
の
上
、

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
申
込
締
切
日
：
６
月

日
（
木
）

３０

○
そ
の
他

①
必
ず
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
と
行
動
を
一
緒
に
し

て
く
だ
さ
い
。

②
登
山
中
の
事
故
等
に
つ
い
て
は
責
任
を
負

い
か
ね
ま
す
の
で
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

③
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
保
険
に
必
ず
加
入
し
て

く
だ
さ
い
。
（
１
０
０
円

申
込
時
）

④
昼
食
・
飲
物
お
よ
び
山
登
り
に
必
要
な
装

備
や
薬
等
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

⑤
登
山
マ
ナ
ー
は
必
ず
守
り
、
他
の
人
の
迷

惑
に
な
ら
な
い
よ
う
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

７
月
３
日
（
日
）
午
後
１
時

分
～

３０

地
域
で
見
守
り
お
や
こ
防
災
事
業

自
主
防
災
実
行
委
員
会
他

伊
賀
市
健
康
推
進
課
主
催
で
、
民
生
委
員
児

童
委
員
連
合
会
や
社
会
福
祉
協
議
会
、
消
防
団

女
性
部
、
な
ら
び
に
柘
植
地
域
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
が
後
援
す
る
防
災
学
習
会
で
す
。（
会
場
は
柘

植
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
）

小
さ
な
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
保
護
者

を
対
象
に
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
全
体
で
い
ざ

と
い
う
と
き
に
備
え
て
み
ん
な
で
学
び
あ
う
機

会
で
す
。
「
つ
な
が
り
」
や
「
支
え
合
い
」
を
深

め
る
の
は
、
こ
う
し
た
機
会
の
「
出
会
い
」
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

「
マ
マ
バ
ッ
グ
」
を
は
じ
め
と
す
る
防
災
グ

ッ
ズ
の
展
示
や
非
常
食
の
試
食
、
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
な
ど
を
通
じ
て
、
柘
植
地
域
の
防
災
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
も
理
解
い
た
だ
け
る
こ
と
と
と

思
い
ま
す
。
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◎
事
務
局
だ
よ
り
◎

▼
少
し
先
の
話
で
す
が
、
議
会
報
告
会
が

月
１０

27

日
（
木
）
夜
に
今
年
も
実
施
さ
れ
ま
す
。
▼
現
在
、

各
部
会
を
中
心
に
、
現
行
『
ま
ち
づ
く
り
計
画
』

の
評
価
と
新
『
ま
ち
づ
く
り
計
画
』
原
案
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。
▼
５
年
先

年
先
を
見
越
し

１０

た
計
画
に
な
る
よ
う
、
み
な
さ
ま
の
お
声
を
各
部

会
・
各
区
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
（
西
田
方
計
）

跡地利活用検討委員会より
これまでもお伝えしているように、まちづくり協議会では、

保育園跡地利活用検討委員会を立ち上げました。区長部会の

推薦を経て、森下伸子さん（下町区）と前田明伸さん（野村

区）の２名に公募委員として入っていただいております。

現在、委員会では関係機関・有識者等へのヒヤリングや関

係機関の視察、伊賀市行政との懇談を進めているところです。

また、跡地を使って起業をめざそうとされる方のお問い合

わせを受け付けています。（詳細は回覧文書をご覧ください。）

検討委員会では７月１６日（土）夜７時３０分から、

市民センターで住民説明会・懇談会を開く予定です。
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シリーズ 柘植の歴史と民俗を学ぶ⑥ 「柘植のホント！かるた」より

やくし じ ほんぞん と ばいでんじ

薬師寺の 本尊 問えば 梅田寺

倉部の薬師寺の本尊「薬師如 来⽴ 像」は、鎌倉〜室町時代に創
にょらいりつぞう

建されたと言われる梅田寺の本尊で、山田郡（大山田村）平家の

勇士・平田貞継入 道の奉納によると伝えられている。
さだ にゅうどう

梅⽥寺は、最近まで幻の寺とされていたが、昭和48年名阪国道

上柘植インターから滋賀県へのバイパス⼯事中に五輪塔や⾻壺が

出土しその存在が確認された。場所はバイパスが倉部・小杉線と

交わる信号のある交差点の少し南側、「清水山」と呼ばれる山の
しょうずやま

中である。

平田貞継と薬師如来との関係は「伊賀国倉部邑薬師如来
むら

縁起」（漢文で書かれており字数は472字）に書かれている。
えんぎ

縁起には、当寺の本尊薬師如来は弘法⼤師の⾃作である。昔貞継が難病に罹り、遠く離れ
かか

た三河（愛知県）の蓬 莱⼭薬師堂に籠り断⾷して⼀⼼に祈願していたところ、夢の中に現
ほうらいさん こも

れた⽼翁より⾝の丈七⼨ばかりの薬師尊像を賜った。病はたちどころに癒え、厨⼦に納め家
い ず し

に持ち帰った。近江伊賀⼆州にまたがる余野の戦場にもわが⾝離さず持って⾏ったが戦い利

あらず倉部⾢（村）に戻って梅⽥寺に⼀休みした折、霊⼭から府中⼀之宮さらに⻄の彼⽅に

臨む⼤和の⼭並みを⾒て「この倉部⾢は霊地で本尊にふさわしい⼟地だ。きっと後世万万代

まで多くの⼈々に利益を授けたもうであろう」と持仏である薬師如来像を梅田寺に奉納した。

その後寺号も薬師寺と改められた。以来ご本尊薬師如来は霊験あらたかで眼で拝めば罰が当

たると540年余り誰⼀⼈として御厨⼦を開けて拝んだことはなかったと由来が書かれ、「時

に享保10年(1725年)３⽉８⽇如来開帳に因んで 廣禅寺⼗七世黙堂これを記す」と結ばれ

ている。なお、この御開帳法要の折、倉部だけでなく上柘植⾥⼈の総意によって「三⼗三年

⽬毎に本開帳、⼗七年に中開帳」という規約が作られた。そして昨年（平成27年）11⽉８

⽇第10回の本開帳が⾏われたところである。（田中重之）


